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２０１５年度 第２回 スポーツ・健康科学研究科委員会議事録 

 

日  時： ２０１５年 ５月２６日（火） 午後 1 時 33 分～2 時 37 分 

場  所： 東松山校舎 9 号館会議室 

構成員： １４名（定足数 ８名） 

出席者： １１名（定足数充足） 

欠席者：  ３名 

議  長： スポーツ・健康科学研究科委員長 

 

 

《報告事項》 

 １． ２０１５年度 大学院科目の履修者数について     

     議長より、標記の件について資料に基づき、報告があった。 

 

 ２． ２０１５年度 一般奨学生の選考について   

     議長より、標記の件について、先回の研究委員会で新入生について保留となっていた 

     残り枠１名について、成績順で一位の大学院生に決定した旨、報告があった。 

 

 ３． 2015（平成 27）年度 学生による授業評価アンケートについて    ・・・（資料 ２） 

     議長より、標記の件について資料に基づき、「大学院はその性格から対象としない」との 

     ことから、全体のアンケートとしては実施しないとの報告があった。しかし、FD 活動 

     本研究科独自の授業評価アンケートは、昨年同様、実施することが確認された。 

 

 ４． 長期の大学院改革の進め方について  

     議長より、標記の件について資料に基づき、研究科委員長会議の下に新たな大学院改革 

     WG が発足したとの説明がなされ、新 WG のメンバーは、人文科学系から文学研究科 

     委員長、及び外国語学研究科委員長の 2 名、社会科学系から経済学研究科委員長及び 

     副学長の 2 名に加えて、自然科学系からスポーツ・健康科学研究科委員長の５名が選任 

     されたとの報告があった。 

 

 ５． その他 

     議長より、本研究科カリキュラム改革 WG の報告として、担当教員の増員に関する提案 

     があったが、研究科に必要なカリキュラム優先すべきとの意見があり、再度 WG で審議 

     することが確認された。 

 

 

 

報告承認事項》 

 １． 特になし。 

 

 

 

 

 



- 2 - 
2015 年度 第 2 回（2015/05/26）スポーツ・健康科学研究科委員会 議事録要旨 

《議 案》 

 １． ２０１４年度入学生の主査・副査の選出について   

     議長より標記の件について資料に基づき、確認がなされたが、担当に偏りがあるため 

     再検討が必要であることが確認され、一部の学生について再検討後、決定することが 

     承認された。 

 

 ２． ２０１５年度秋季入試説明会の実施について（本研究科独自） 

     議長の指名により、本研究科の入試委員長から、実施候補日が提案され、下記のとおり 

     承認された。なお、会場については、後日、決定することとした。 

      ２０１５年７月 ７日（火）12：30～13：00 学内者対象 担当：健康科学科教授 

      ２０１５年７月１１日（土）13：00～14：00 学外者対象 担当：ｽﾎﾟｰﾂ科学科教授 

 

 ３． ２０１５年度合同進学相談会の内容について  

     議長より、標記の件について資料に基づき、２０１５年７月４日（土）に、板橋校舎で 

     合同進学相談会が開催され、例年と内容を改め、２本の講演を実施する旨、報告され、 

     講演については、文学研究科とスポーツ・健康科学研究科が指定され、本研究科では、 

     委員長である健康科学科教授が合同進学相談会に出席し、講演も担当することが承認 

     された。 

 

 ４． 大学院給付奨学金制度見直しのための運用ルール策定について ・・・・・・（資料 ６） 

     議長より、標記の件について資料に基づき説明がなされ、各指導教員に運用ルールを 

     募り、申し出がない場合は次回の研究科委員会に執行部から原案を提示し、そこで審議 

     することが承認された。 

 

 ５． ２０１６年度大学院入学式について 

     議長より、標記の件について説明があり、今年度（2015 年度）の入学式は、東松山校舎 

     において学部と大学院合同で開催されたが、2015 年 5 月 25 日開催の研究科委員長会議 

     から各研究科への検討要請を受け、来年度（2016 年度）の運用について検討した結果、 

     今年度と同様、学部及び大学院合同入学式を東松山校舎実施で良しとする本研究科の、 

     見解が承認された。 

 

  

 

以 上 

                


